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　　　　　大分都心南北軸整備に関する説明会の報告

1.  説明会次第


日時：　①　平成２４年11月17日（土）　14:00～15:40


　　　　②　平成２４年11月19日（月）　18:30～20:20


　　　　③　平成２４年11月20日（火）　18:30～20:30


会場：　①　明日香美容文化専門学校 10階 大ホール

②　稙田公民館 大研修室


③　鶴崎公民館 集会室

次第１　　開会　


　（事務局）


次第２　　大分市あいさつ　

　（大分市都市計画部長・次長）


次第３　　市道中央通り線整備計画素案の説明について

次第４　　その他

（コーディネーター　設計グループ統括責任者　西村　浩）

次第６　　閉会　


　（事務局）


2.  会場①：明日香美容文化専門学校　の様子と質疑応答

参加者　　①　約　150　名
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１）市道中央通り線整備計画素案の説明について

会場からの発言者１

· 昨年の12月に中央通り沿線の地主が中心となって中央通りの減車線化に対して反対の意思を表明しているが、この意思は変わらないが、最近は軽く見られており残念である。


· 資料8-2では、社会実験を半年間ほど行うようだが、歩道空間は多少の段差はあるかもしれないが、現況の道路側溝などは改修せず、仮設のガードレールやカラーコーンを設置し、車道と歩行者通行帯、自転車通行帯を分離した実験として欲しい。また、春夏秋冬と交通の状況が変わり、様々なイベントが考えられる事から、1年間実施してほしい。


· 議論も大事だが、市や設計グループが考える案を現地で試して、問題点を改善していく事を提案する。


· 半年、1年も議論して時間がなくなるよりは、反対はしないので来年の春までには案を作って、現地で試して貰いたい。


· 実験をしながら、実際の工事施工時の対応等を含め議論すべきと考える。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 社会実験の実施期間についての意見であったが、市はどのように考えるか。

▼大分市　都市計画課

· 社会実験については交通だけではなく賑わいも含めて、色んな観点で実施したいと考えております。


· まちをどう使うかという視点で、出来た物をみなさんと一緒にどう使っていくかという議論を行い、その中で検証しながら決めていきたい事から、時間がかかると考えております。


· これまで時間が掛かっておりますが、市民の方々の車道に対する思いや歩道に対する思い、まちに対する思い等色んな意見を聴きましたので、これらを計画として示しながら検証していきたいと考えております。


· それに向けては協議会を立ち上げて、みなさんにも参加していただきたいと考えております。


会場からの発言者１

· 議論で時間を費やすよりは、社会実験での状態を見ながら、協議会で議論すべきではないか。


· 社会実験の期間を1年間、保証してほしい。無理ならば実施を早めてほしい。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 社会実験については、スケジュール等詳細についてこれから詰めていくが、ご意見として検討する。

会場からの発言者２

· 今回の素案に西村さんの関与がどの程度か分からないが、外郭道路が整備され中央通りの通過交通が減る事や、周辺部の駐車場を整備する事を含めて、中央通りを（歩行者が）通るだけの道にするというのが当初の西村提案だったが、今回の素案では（車の）通行量の予測だけが示されており、その結果車線数を減らしても構わないという論理構成になっており、まちづくりの観点では不十分である。


· 通行量が減るのだから（車で来るという）対策を取ろうという議論は考えられるが、車線を減らすという結論だけがあって、当初の西村提案のコンセプトがなく、車線の減少だけが摘まみ食いをされた状態である。理由は国の事業との関係である。


· 道路が整備され、歩道が拡がりハードが整備されても、果たしてまちに人は来るのだろうか。堂々巡りの議論という懸念を払拭できる提案ではない。


· 人を呼び込むという事では無策の提案である。補助金が貰える、貰えないと言った制度上の都合に合わせているだけである。

▼大分市　都市計画課

· 素案説明の途中から出席され、車の交通に特化した提案と受け取られているようでありますが、資料8-4の通り、社会実験を行うにあたり、課題等の抽出を行い、車の交通を把握すると共に拡げられる歩道の中で賑わいの演出という事も把握する社会実験を行いたいと考えております。


· 元々は中央通りの賑わいを確保するための歩道の拡幅であり、賑わいを中心とした社会実験を行いたい旨を説明させて頂きました。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 中央通りを歩行者と公共交通のみが通行できるトランジットモール化を意見交換会の当初に提案したが、この提案が先程の西村提案であり、先程の意見は、もっともっと人優先にして賑わいがはっきり集まる空間にした方が効果的で、駐車場の再配置等もセットで考えるべきとの事であった。


· 県庁前古国府線から府内町に入る所に駐車場の再配置を行い、まちへのアクセスの向上を図り、中央通りについては人の通りにするという当初の提案について、市と検討を進めるにあたり、10回に亘る意見交換会を開催する中で、色んな方々からの歩行者優先の道にすべきといった意見や、車社会であり車線を減らすべきではないといった意見等と、17,000台の車が中央通りを走っている現状を踏まえ、将来はトランジットモールにしても良いのではないかという意見もあり、少しずつトランジットモールに向けて進めるような段階的なプロセスを踏めないかということが今回の提案になっている。


· 決してトランジットモールから後退したわけではなくて、大きな目標に向かって進んでいるステップを提示していると考えており、最初の提案のように極端なイメージまでは行かないが、社会実験を繰り返しながら、地域の方々とどうやって使って行くかといったソフト対策をきちんと考えながら、使いこなす道路にしていけば少しずつ進んでいくと思われる。


· スケジュールでも、府内町側の整備においては、駐車場の整備の検討や県庁前古国府線の整備が前提条件であり、今使われている方々に対してきちんと使えるような状況を保ちながら、状況が整った後に社会実験を実施し整備を行うスケジュールであり、ステップ1の段階で交通量が破綻しない状況を今回作っている。


· 少し長い目で見てもらって、一歩ずつ前に進んでいるとご理解いただきたい。

会場からの発言者２

· 資料1-3（大分市の中心市街地の来街頻度が下がった要因）を否定するつもりはないが、これとは別の調査で、設問は違うが中心部には車が行きにくいから行かないという結果があった。この事を出さないことは、重大な情報操作と言わざるを得ない。

· 車が行きにくいという事に対しての対策がなく、後の良さげなプランがあるだけで、このような高尚なものでは人は来ない。人を呼ぶためにはもっと具体化していかないと難しい。


· まちづくりとは如何に難しいか。


· 都市計画法が不在という評価もある位、都市計画では何も誘導は出来ない。

○西村 浩 氏（コーディネーター）

· まちの中に車で行きにくいという意見が多数あり解決しなければならず、交通量が増えている県庁前古国府線の流動性を高める事、府内町の一方通行の整理を行う事、駐車場を分かりやすく集約して行く事、をセットでスケジュールの中に提示しており、交通量が増えている県庁前古国府線からのアクセスの向上を図り分かり易く車を停められる状況を作ることが、まちに来やすくすることだと考える。その辺をご考慮いただいて、中央通りの在り方を考える必要があると思う。

会場からの発言者３

· 道路を縮めて道路を無くしてまちが発展した事例が何処にあるのか、活き活きと活用して車が混雑している道路をなぜ減らすのか、という思いから出発した。


· 昨日の建設常任委員会を拝聴したが、驚いたのと同時に憤りを覚えた。


· 9月の建設常任委員会には4車線ありきに反対する署名を1ヶ月程で2万強集め、社会実験を行って決定すべきとの請願を行った。


· 現況の6車線を維持し、高木やトキハ前の地下道を撤去し、1.5～1.8ｍの自転車専用道路を設け、5.2ｍの歩道空間を確保し、官民境から3.0ｍのシェルターを設けると同時に、大分駅ビルの一人勝ちを阻止するために、大分駅から中心市街地までに7.0ｍ幅の屋根付きエスカレーター付きペデストリアンデッキの設置を何度も要望している。これをしないと現況の6車線のままでも駅ビルと戦えない。


· 府内町で365日、過去の祭りから、様々な経営で注力し、人もお金も注ぎこんで、やっと生き残っている段階で、よりによって、福岡に本社がある営業を主体とする商業施設が出来るにも関わらず、心臓部分の中央通りをなぜ無くすのか。


· 私たちは目に見えている。間違いなくまちの衰退に拍車がかかり、取り戻しのつかない事態になる。今回の3車線が万が一実現されれば、自分達はまちに対して否が応でも責任を負わなければならず、誰が責任を取るのか。


· 経営者の端くれとして、現況の６車線から３車線になればどのようになるかは、目に見えている。お客さんも同じだと思う。


· 府内町、中央町、竹町を中心とした中心市街地は大分県都の顔であり、これを支えて来た幹動脈である中央通りを勝手に縮小する。


· 何度も言う様に、過去においてもこれからも責任を負い、逃げ出すつもりもなく、従業員も雇用し経営を継続していくつもりである。自治会も一緒になって真剣に従力して祭りやイベント、ボランティア等の活動をしている状況である。


· そのような状況の中で、一生懸命必死にお願いしているのに無責任な発言は、さも我々と同等な価値があるように、なんで、どうして住民の意見を聞かないのか。


· 先程の意見のように中央町の地権者も反対している状況、府内町の大半が反対している状況で、強引に進めて法律違反にならないのか。


· 平成33年に誰が責任を取るのか、勘弁してほしい。


· 今回の素案は市長が作成したものであろうから、市長に出て来て説明していただきたい。

▼大分市　都市計画課

· 意見交換会等で色んな意見を聴きながら、中央町側、府内町側様々な課題があり、それに向かって詳細なグランドデザインを提示させていただきました。


· 南北が一体となった時の北側市街地に対しては、国道210号、国道197号、県庁前古国府線といった路線が南側からのアクセス道路となります。


· 中央通り依存型から県庁前古国府線のアクセス性を高めたいという府内町側の課題に対しては、県庁前古国府線の顕徳町１丁目交差点改良や右折レーンの設置、一方通行の見直しの等を説明させて頂きました。


· 府内町の一方通行の交通規制については以前から問題があり、府内町の細部に渡って概略ではありますが交通量を調査し、この解消についても今後みなさんと考えて行きたい旨を説明させて頂きました。


· 府内町側の課題を解決しながら、中央町側についても車だけではなく、人の流れも作っていく、駅ビルからの流れを確保するということで、車の流れと人の流れをある程度すみ分けしながら、まち全体を考えていくことをご提示しました。


· その中で、今出来る事、今やらなければならない事を説明させて頂きながら、中央町側から先ずは人の流れを作って行くという事を示しながら、社会実験で検証しながら進めて行くという事で説明をさせて頂きました。

会場からの発言者４

· 曜日毎、時間帯毎の通行量といったもっと詳細なデータがほしい。


· 社会実験でどの程度詳細（曜日毎、時間帯毎、渋滞関係、車の流れ、歩行者の動線）に把握するつもりなのか示してもらいたい。


· 郊外のショッピングセンターでも平日、休日の時間帯来場者数を把握しており、詳細なデータを示してもらわないと具体性がなく、相談しづらい。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 詳細なデータ提供の要望と社会実験のやり方についての意見であった。

▼大分市　都市計画課

· データは、中央通りに関して、平成21年11月調査のデータと、駅高架によって交通の流れが変わった後の平成24年10月4日に調査を行ったデータがあります。


· 平成21年度に把握したデータは、中央通りに関しては、時間毎の交通量、各バス停毎のバスの台数、バスが停車する時間、バスの通行形態、人の動線といったデータと、国道10号、国道197号や県庁前古国府線など主要幹線道路の交差点解析のデータであります。


· 今後の社会実験の実施に際しましては、交通の流れが変わっている事を加味して、先程のデータを示しながら進めて行きたいと考えております。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· データはあるという事なので、今後協議会等で提示出来ればと思う。

会場からの発言者５

· 今回の素案は市長の考えなのか。


▼大分市　都市計画課

· 意見交換会等でみなさんと積み上げて来たものであり、市長とも協議をしています。


会場からの発言者５

· バス停やタクシー乗り場はどうなるのか。


▼大分市　都市交通対策課

· バスターミナル化している中央通りに関しましては、バス停に関してはこれまでにも乗り継ぎが不便だといった様々な市民意見があり、バス停の集約化に向けては実現が可能であろうという事で、交通の流れ等を踏まえ、バス事業者と協議中です。


会場からの発言者５

· バス停は減らさないという事なのか。買物客にとって、今までの中央通りをこれ以上不便になるという事はないのか。


▼大分市　都市交通対策課

· バス停を減らして、利便性を向上させる事です。


会場からの発言者５

· まちに来ないで良いという事なのか。不便になれと言う事なのか。商業地を止めて住居地にしなさい、と言う事なのか。


▼大分市　都市交通対策課

· 最初にも申しましたが、中央通り沿線の11街区中の9街区にバス乗降場や降車場が点在し、分かりにくいという問題が以前からあり、交通の流れを保ちながら、利用者の利便性を向上させるためにもバス停を一定のエリアに集約する事が必要と考えており、バス事業者と協議をしている最中です。


会場からの発言者５

· 買い物客を大事にして欲しい。タクシー乗り場はどうなるのか。


▼大分市　都市交通対策課

· タクシー乗り場についてはショットガン方式（タクシーの待機場を確保して、需要に応じて集約されたタクシー乗り場に送り出すシステム）の採用を検討しています。


· 集約するタクシー乗り場についてはバス停との関係もあり、詳細はまだ決まっていません。


会場からの発言者５

· 第10回意見交換会の後、市役所を訪ねて驚いた事だが、地元の声が反対でも市が決定した事は実行できる、と話されたがどういう事なのか。


▼大分市　都市計画課

· 決定した事とはみなさんと合意した事ということでありまして、法的な中で決められたた事については決定して進める事が出来る、と話しました。


· 当時スケジュール関係を説明させていただいた市民意見交換会を終えた後で、今後素案を提出しながら決めて行こうという事でしたので、あの段階では何も決めていませんので決まった後であれば進めます、と申し上げました。


会場からの発言者６

· 先般の建設常任委員会に同席したが、請願の内容が最初は車線減に反対するという内容であったが、途中で車線減の検討のために社会実験の実施による検証を行うという事に変わり、これにはホッとした。


· 歩行者優先のまちを考える方達と何らかの妥協点、合意点が見つけられないかと思った。


· そこで今回、市が社会実験をするというもの提示してきた。


· 当初心配した事は、何もせずに庄の原佐野線が整備されるまで待っていたら、街が死んでしまうのではないかということを思っていたが、そこを段階的に整備する案には驚いた。


· まさに中央町側は府内町側より車の通りが少ないという事を踏まえて、段階的にやるという、そこで成功体験が作れればいいと考える。


· 賑わいなどのソフトも含めて、中央町側がこれだけ良くなりましたという事例ができ、それを見て府内町側もそれなら我々も、とならないかと若干楽観視している。


· それでも不安なのは、府内町側のスケジュールが遅いことで、仮に府内町側の考えが車線減でも良いとなった時に、スケジュールを早めることが可能かということを聞きたい。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 資料8－2の全体スケジュールについての意見だが、全体的なスケジュールが遅いのではないかということで、市からの説明をお願いする。

▼大分市　都市計画課

· 資料8－2で府内町側のスケジュールが遅いということですが、府内町側へのアクセス道路の県庁前古国府線の整備が先ではないか、との意見を頂いており、今回顕徳町1丁目交差点の整備を早めるものの、この事業が平成29年度から平成3０年度までかかる計画です。その後に中央通りの社会実験という組み立てでありますが、皆さんと合意できるのであれば前倒しも考えられます。


会場からの発言者７

· 商店街の方から社会実験をやってみればいいと言う発言があったので、うれしく思った。


· 平成27年に駅ビルや県立美術館が整備される事はお母さんたちも良く知っていて楽しみにしているが、まちなかに楽しいことが見つけられずにいて、駅ビルや県立美術館が出来ても、そこは歩かない、車で移動すればいいとか言われてしまう。


· 今、商店街も行政も頑張っているという事がまだまだはっきりと指し示されていないし、むしろ、9月の定例会で2万の署名や議会への請願のことがクローズアップされていて、みんなバラバラだから、別にまちを盛り上げる必要がどこにあるのかと言われるし、それで良いのか、それは楽しくないとも言われる。


· 今の商店街の方のやってみればという発言は、当然協力するというように聞こえたので、お母さん達には商店街の人達もすごく前向きに言っているから、歩いても楽しいまちになるのではないか、という事を報告出来ることは大変うれしい。


· 行政に確認だが、9月の2万の車線減反対の署名が出された時に、その時点では、市は車線減をすると言っていなかったと思うが。


▼大分市　都市計画課

· 当時、市として車線減の提案はしていません。


会場からの発言者７

· 意見交換会に途中から参加して来たので、いつから車線減を反対と言っていたのか、行政が言っていなかったのに何で反対と言っているのかが、疑問である。


· そういう足並みを揃える役割は行政と思うので、駅ビルや県立美術館の建設と同じぐらいに市民に周知をお願いし、新聞社にも協力をお願いし、行政と商店街が一体になって楽しいまちづくりをして頂きたい。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· みんな協力して、街のために何かをするという方向性が、これからの街のためになると私も思う。

会場からの発言者８

· 平成22年の保健所の説明会から、その後のワークショップ、意見交換会に出席してきた。今日初めて中央通りの素案が出たが、自治委員としてまた自治会として中央通りを3車線にするのは反対とはっきりと表明する。


· 今、府内町に来ている人に聞いたら、JRの駅ビルができ、中央通りの車線が減る状況になれば、出店に不安と心配を抱くという意見を聞く。


· だからこういう不毛な議論をなぜさせるのかと疑問に思う。


· 請願の件だが、今、車線減少を軽々にやると将来取り返しがつかないという事から、社会実験や色んな事を検証しながら皆さんで考えたらどうかという事で議員さんたちは採択した。それも3分の２が賛成という中で採択されたものであり、社会実験をすれば何でも有りという提案であれば、議会を愚弄するものであり、民主主義に対しての挑戦ではないかと憤っている。


会場からの発言者９

· やっと賑わいづくりの社会実験が出来る事を嬉しく思う。


· 国土交通省も、これからの道路は多様な主体に向けて整備をすべきという方向性を出すと言っており、歩行者や自転車を中心にしていくという事で、この大分市の方向性は素晴らしいと思う。


· 社会実験の目的は賑わいづくりをどうするかであり、通行量は二次的な問題。社会実験を行う上で、目的の賑わいがどう出来たか、という事をしっかりして頂きたい。


· 協議会も利害関係者だけではなく、賑わいを創りたい人たちを加える必要がある。是非それをお願いしたい。


· ここに来ていない一般のほとんどの人達は、駅ビルが出来る事を歓迎しているだけのレベルであり、まちなかで賑わいを持たせる活動をしているという事を今のうちからどんどんアピールして、駅ビルが出来てまちなかは変わると市民が期待を持てるようにやって頂きたい。


▼大分市　都市計画部長

· これまで市としての整備方針は明らかにしていませんでした。


· ワークショップや意見交換会、これは市民協働のまちづくりとして進めてきました。事業ありきで説明会をする手法もありますが、この都心南北軸整備事業は、地域住民の方、そこで経営されている事業者や街を利用される市民による総意が必要ということで、ボトムアップという手法をとって参りました。


· 確かに色んな意見があり全てを叶えることは難しく思いますが、皆さんが目指す方向は確認させていただきました。手法は若干違いますがやはり目的は一緒だと思います。


· 今日の意見にあったように皆さんが一体とならなければいけないと思っております。


· 今日、市の素案を初めて出しますが、これについては社会実験を約束しておりますし、ぜひ皆さんに協力をして頂きたいと思います。


· 地域や事業者により考え方が異なっており、考える会とも別に協議を行っていますが、初めて市が素案を出しましたので、これからも引き続き考える会やそのほか異を唱える方々も含めて議論を深め、市が進めようとしている事をある程度受忍して頂くような、より良い会議を進めていくのはどうでしょうか。


· 地域にとってプラスなるように、この素案を発表して終わりではなく、考える会の方々などと、こことは別に意見交換が出来ればと考えております。


· 結論としては、社会実験の結果をもって改めて市民や議会等にも報告しながらより良い南北軸整備へと進めて行きたいと考えており、皆さんのご協力をお願いします。


· 月曜は稙田地区、火曜日は鶴崎地区で同様に説明会を行います。


（会場①　以上）

3.  会場②：稙田公民館　の様子と質疑応答

参加者　　②　約　　50　名
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１）市道中央通り線整備計画素案の説明について

会場からの発言者１

· 県都大分市の中心街として、誰をターゲットにしているのか。


▼大分市　都市計画課

· 中心部には多様なニーズがあり、特別に誰をターゲットというのは無く、今後迎える高齢社会においては高齢者にも来ていただく中で、過ごしやすい空間を造って行きたいし、意見交換会においても、休憩所なども望まれていると考えております。


会場からの発言者１

· ターゲットが広すぎるのでは。絞る必要がある。


· 県民全体を考えてやらなければならないと思う。


· まず九州でバスターミナルのないのは大分県だけだが、大分バス、大分交通などが出入りする中で、今までどおりの大分駅前とトキハ前にすると聞いた。


· 大分は扇状の街で、その街に人が集まってくる状況である。


· トキハ前にはバスがたくさん並んでいて、地元の人でも稙田から西大分にどうやっていくか分からない状態であり、県外の人が来た時にどこで乗ったらいいか分からないのも当然である。


· バスターミナルがあれば、そこからバスが出ているので分かりやすい。


· まず駅かバスターミナルに来て、そこから公共交通を上手く使えればと考える。


· 駅を中心にワンコインバス（循環バス）を回せば、中心街をバスで全て行く事ができ、少し離れると行かない状況から回遊性が生まれると考えられる。ターミナルとワンコインバスをまず検討して頂きたい。


· 観光大分県の中の大分市であるからこそ全国から人が来て利用してもらえる。今の案は大分市だけの、そこの人だけのものに感じる。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 私も外から来るが、バスの乗り継ぎが実に分かりづらい。


· コミュニティバス、ワンコインバスも提言しているので、今後詰めていく事になるのではないかと思う。


· 駅前広場も含めた説明を市の方からお願いする。

▼大分市　都市交通対策課

· 中央通りには11街区の内9街区にバス乗降場や降車場があり、バス停が分かりにくいという話は以前からもありました。中央通りの再編にあわせてバス停の集約に向けてバス事業者と調整しています。


· また、関連して北口駅前広場ですが、新しいロータリーの東側にバスの専用降車場を、西側にバスの乗降場を集約し、中央通りから全てのバスがこの駅前広場に入ってくるように考えており、大分交通も大分バスも一体的にし、分かりやすい配置となっています。


· これから社会実験を実施していくようになりますが、これに合わせてバスの利便性も上げて行きたいと考えています。


· 駅ビルが平成27年春に開業予定と聞いていますが、そこに集まった人達を如何に街に送り出すかといった回遊性を目指す中で、当然歩けない方も沢山いますので、バスで移動出来るように循環バスも検討に入った所です。今商業者や事業者の方にも意見を聞きながら、今後も検討を進めます。


会場からの発言者２

· 南北軸の素案について、良い案を出していただいたと思っている。


· 私は小さな子供がいて、遊びに行くのにわさだタウンも行くが、街中にも行く。


· 郊外大型店にないようなお店などもありよく行くのだが、ただ、他に行きたくなる場所がないことから時間を潰す事が出来ない。だから、今、中央通りで提案のあったように何か楽しい事があったら立ち寄ってみたり、オープンカフェや大道芸などがあれば滞在する時間も長くなり、そういう思う人も多いと思っている。


· また、歩道が広がると子供連れでも安全になるし、中央通りを横断するのも今は大変だが、近くなるとありがたいと思う。


· 大分は車社会と言われており、そのとおりだと思うが、車で街に行っても中央通りはほとんど通らない、むしろ県庁前古国府線とかを使うので、そこを整備してくれるのは非常に良いと思う。これから楽しみにしている。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 補足して、ターゲットは誰かという話もあったが、外から来て、街が賑わっているとそこに行ってみたいと思うようになる。賑わっている姿がひとつの観光の名所になるというのが、まちなかのこれからのあるべき姿と思う。


· 大事な事は「時間を使う」ことです。まちなかで過ごしていると、お腹が空いてきたり、買物して帰ろうとなったり、それが最終的に商業に繫がるという流れをつくるという事が今回の中央通りの大きな目的ではないかと考える。


· また、意見交換会でも小さい子供を持つ若い奥様方から、子供を連れて安心して街を歩けないという意見が沢山出た。今回歩道を広げて、少しでも安心して歩けるような環境づくりをして、いろんな世代が街に来て頂けるような環境を作ろうというのがひとつの目的である。


· その賑わいが外から来た人に、いい街だなと思わせる雰囲気をつくり、観光としても役に立っていくと思う。


· 大分は、大友宗麟など観光の資源が沢山あって、＋αで賑わいが加われば、無敵の観光地になっていくと思う。


会場からの発言者３

· 今回初めて中央通りに自転車の通行帯が明示され、個人的には意外だった。


· 中央通りに自転車を走らせるのは中途半端ではないか。明らかに中央通りの歩道を拡幅する中で、きちんとした駐輪場の設置を明確にしないと、いまのままで自転者を走らせることはほとんど意味がなく危ないだけ。中途半端な状態で合計５ｍの自転車通行帯を造るのは、通りとしてのメリハリにおいてマイナス要因となるのではないか。


· 駐輪場の設置との関連性が非常に大事であり、駐輪場をきちんと造るという明確な意思がなければ危ないので、あそこに自転車を通すぐらいなら周りを自転車に走ってもらうようなしくみにした方が良い。


· 府内町の中でもいろんな意見がある中で、今回右折レーンの設置と一方通行の解消、タクシーのショットガンが上手くクリアされたと仮定した場合、ステップ１、ステップ２と実現されると思うが、ステップ２までの期間がかなり遠い。府内町関係者としては、このスケジュールで行くのなら県庁前古国府線を抜本的に改善して欲しい。


· 先程も話があったが、既に現時点で中央通りはあまり車が走っていない。まして、皆さん勘違いがあるが、中央通りから車を締め出すという事が街から車を締め出すということは、これは全く外れた話であり、中央通りを通って街の中に車が入るというのは、多分通行者の一割ぐらいである。それぐらい中央通りから街に入ってくる余地は少ない。オアシス方面とか県庁前古国府線大手通り、遊歩公園の方から入って来る。


· 最近府内町からは、コンパルホールの色んなコンテンツがホルトホールに移る、文化会館も無くなる、パルコが中村病院になるなど、箱的な集客能力が非常に落ちて動線がズタズタになって、これからまだインフラ的な動線が悲惨なことになる。その中で、県庁前古国府線をうまく改編すれば、街を横断するモチベーションにもなり得る。このスケジュールで行くのならそこまで思い切った改編を要望したい。


· 右折レーンの設置などで目の前を凌ごうとそのまま行くとすれば、まちなかの努力も必要であるがスケジュールのスパンを短くしないと街は厳しい。


· あくまでも個人的な意見である。

○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 自転車通行帯については我々も一緒に検討しているが、自転車を通すか通さないかは非常に悩ましい。確かに自転車も非常に多くて歩道も狭いことから、最近ちょっと危ないシーンが増えているのは確かである。ただ、バス停が多いので自転車走行帯を付けた時に、バス停の所をどういう風に自転車を走らせるのか我々も決めかねている悩みである。


· これから社会実験等を使って一回確かめ、本当に設けるのか、設けるのであればバス停の所をどうするのかという議論をやっていかなければいけない。安全と自転車をどういう風に扱うかという問題を、社会実験等を使って確かめながらやっていければと思っている。

▼大分市　都市交通対策課

· 西村さんの言われた通りと思っていますが、一つだけ今後考えて行かなければならない事として、まず、これまでの自転車利用の元々の考え方が間違っていたということを認識しなければなりません。まず自転車が歩行者と同じような感覚で捉えられている事が大きな間違いで、自転車と歩行者を分離する事が大前提という基本的な考えにより、警察庁も指導に入っています。


· 中央通りは自転車を優先するという事ではではありません。歩行者にとって安心・安全な空間を保つために、まず自転車は分離する必要があります。


· 自転車の通行量は1日に２，５００台くらいありますが、歩行者との対比で２５～２７％が自転車で、この数値はかなり高いと思っています。


· 大きな駐輪場として、中央町駐輪場と駅高架下東駐輪場を造りましたが、それだけではなかなか街の賑わいを保つ為の利便性を保てないという意見が沢山あり、ポケット駐輪場を中央通りに考えていく必要があると思っています。どういう風に造っていくかという事については安全性という事もありますので、社会実験を踏まえた中で考えていきたいと思います。

○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 自転車と言ってもママチャリと高速で走る自転車の両方がある。高速の自転車は車道を走られる方が多いが、ママチャリの方々は歩道を走っている。その人達が分離されて歩行者も安全に暮らせるといいのかなと考えている途中で、ぜひ、社会実験であり方を確かめながら進められれば良いと思う。


· もう１点スケジュールの話で、ステップ１が中央町側、ステップ２が府内町側という形になっているが、恐らく予算とかの関係で事業スケジュールがあると思うが、駅が平成２７年にオープンするので、社会実験を踏まえてステップ１をもう少し早く出来ないのかというのが私の感想。


· ステップ２の府内町側については、県庁前古国府線の車の通りを良くして街にアクセスを良くしてからでないと、という意見が沢山出ており、府内町の一方通行の検討とか県庁前古国府線の改修や駐車場の整備を踏まえた上でステップ２に段階的に進める形になっている。


· 県庁前古国府線は実際には遊歩公園もあり、地域の方々と相談しながらどういう方向で車と共存して行くかという事を進めながら進めていくので、ステップ２は、社会実験が平成２９年ぐらいから始めることになっているが、ひょっとするとこれは早まるかも知れないし、もう少し車の状況を見ないとダメだという意見になればもう少し伸びるかも知れないという状況にある。


· まず、ステップ１を出来るだけ早くやって、その状況を見ながらステップ２の方向をどう考えていくか、という事を進めていくと思っている。


会場からの発言者４

· 資料２－１の中央通りの歩行者天国は当時の関係者に確認したが商店街が考えたものではなく市が考えたものである。また、資料２－２の中心市街地活性化準備委員会が４、５年前に提案した中央通りの４車線化による賑わい空間の創出は、今商店街関係者は誰も考えていない。


· 今日、竹町・セントポルタを１軒１軒廻ったがみんなの意見は「何ばかをやるんだ」という事であった。商店街はやめてくれと言っている。地元をもう少し大事にして欲しい。


· あそこは商業地であり住宅地ではない。商店街として希望を持ちたい。駅ビルが出来る事は結構だが、私は車の回遊性を（確保）してもらいたい。店の近くで車を降りたい。


· 何で３車線にするか根拠を示して欲しい。

▼大分市　都市計画課

· まず、市民意見交換会等で市民の方が望むものを歩道部に入れていきました。賑わいの空間、景観、イベント空間、自転車、そういうものを歩道部に入れる中で現況交通量と将来交通量を推計し、現況の中央町側、府内町側の交通の流れが４：６となっている事と、将来的に道路整備が行われる事を推定した将来的な交通量を判断し、歩道部を拡幅したものと、車道部の交通を配分した中では収まりがつくということで３車線という提案をさせて頂きました。


· これも数字的なものですので、これは社会実験で検証しながらやっていくということをお示ししました。


会場からの発言者４

· 商店街関係者からは３車線化に対し否定的な意見を言われた。商業者は真剣に商売をやっているので、後で仕方ないでは済まない。もっと希望を持たせて欲しい。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 意見交換会の中では今のような意見もあるし、賛成という意見も、街なかで安全が欲しいという意見も沢山あった。その中で我々も、商売されている方も一生懸命やっているが、これからの街の事を本当に真剣に皆さんで議論して、今回の計画案を作ってきたつもりである。我々は、まずは一旦交通量を調べようという事で調べている。その上で、更にご心配であればという意見があったので、社会実験を踏まえてやろうということ。


· 地域の方々もそういう意見が沢山あったのでワンステップやって、その次府内町をやる時まで、現状のまま残しておいて車の状況や周りの状況が整って、それで車の状況がどうなったかを見定めて、次のステップに移ろうというステップを今回提示している。


· ただ、やはり街中を安全に歩きたいと言うお母さん達は非常に多い。これから高齢化社会を迎え、お年寄りの方も増えていく中で、横断歩道をなかなか渡れないという状況も現実に出ており、出来るだけスムーズに横断歩道を渡れるような状況をつくれば、竹町・府内町側を行き来する人も増えるだろうし、先ほど話があったとおり、それを補完する意味でコミニュテイーバスを導入したり、出来るだけみんなが廻れるような環境を創ろうという事が前提になっている。


· 但し、最後にもう一度確認のために説明するが、決して車を排除するというわけではない。今も交通量が増えている県庁前古国府線から街にアクセスするという事を踏まえた上で、きちんと整備をするというのが今回の方向性である。


· どちらかの意見だけを取って整備したわけではなく、両方の方々の意向がきちんと反映されるように、我々なりに智恵を絞ってアイデアを作ってきたつもりなので、その点をこの資料で読み取って頂き、また、改めてご意見があれば頂きたい。


会場からの発言者５

· 商店街やデパートがある、だからみんなが集まって欲しい。そのために、道路をこうする、高齢者が歩きやすい、そういう事でこの計画になったと思うが、商店街の人達はどういうまちづくりをしたいのか。


· 例えば、大きな会場で皆さんとやって、傍聴席をつくり一般の人にも聞いて頂く。意見交換会だけでは本当に来る人だけしか分からない。


· 中央町の人達がどういうまちづくりをしたいのか、府内町の人達が本当はどういうまちづくりをしたいのか、賛成とか反対とかそういう意見を皆さんに聞いてもらってやられたらいいのでは。


· 私は中央町のことは知らないが、そういう人達の意見を聞かないで、やはり私はちょっと今初めて思ったが、私も高齢者に入るがもうちょっと身近な年齢を考えて、たぶん高齢者になるとそんなに歩かない。やはり車があってそこからちょっと歩くということになる。


· 私はもっと中心地の街の人達の意見を聞きたいと思った。

会場からの発言者６

· 大分駅高架に伴う南北整備については色々な立場で色んな意見があるが、それを受けて具体的な提案がなされた。これが良い悪いかは分からないが、実際に出来上がった状態でどうなるのかは予測がつかない。


· 確認の意味で聞きたいが、央町側を１車線、府内町側を２車線という案は、現在の大分駅方向に向かう通行量が６で昭和通り交差点方向が４と説明があったが、車道を１車線、２車線とする案はそこから来ているのか。

· ２つ目は、自転車の通行帯を作り、併せてミニ駐輪場を作るということだが、大分南警察署管内では、駅に駐輪している自転車の整理を、月に２回行っている。


· 駐輪場の管理については、よほど慎重に対応していかなければ、駐輪場が自転車の廃棄場所になるので、駐輪場の管理についても検討していただきたい。


· 必ずしも駐輪だけが目的で自転車を置くものではなく、乗り捨て自転車が必ず出てくるので、この事についての配慮も考えていただきたい。


▼大分市　都市計画課

· 交通については車線数ありきではなく、歩道空間が如何にあるべきかについて皆さんから頂いた意見等を踏まえ、歩道がどれくらい必要かを１番に考えています。次に現況の交通量を勘案する中で車線数を決めましたが、中央町側は土地利用からして交通は中央通りにほとんど依存していません。中央町側はアーケードがあり、若草公園周辺に大規模な駐車場があることから、国道１０号・１９７号側からアクセスしています。


· 中央通りの府内町側は、約12,000台のうち、約半分の4,900台は府内町に入っていますが、他は通過車両であります。県庁前古国府線側から約4,000台が入って、概ね8,000台が入っています。


· 南北市街地が一体化した時の府内町側の課題としては、やはり県庁前古国府線であります。今までは、国道２１０号を通り、大道の陸橋を通って北側の市街地へ来ていましたが、今回県庁前古国府線が庄の原佐野線と繋がりましたので、この2つの路線を伝って南側から北側市街地に来ており、そのような中で県庁前古国府線の交通量が増えて渋滞していますので、まずはそこの改良をやっていくという事で考えています。


· このように、府内町の交通需要を勘案する中で、まず中央町側の歩道を拡幅するように考えており、２車線減らしてまず人の動線を創っていき、併せて、駅ビルが出来ますので、人の流れを早く創りたいと考えています。


· 車線と歩道の関係、それに土地利用、周辺の道路環境、駅ビルなど、総合的な考えの中でこの素案を提案し、これを社会実験で検証していこうという事であります。

▼大分市　都市交通対策課

· 駐輪場の件ですが、今街中では放置禁止区域を条例でかけており、路上に３時間以上駐輪すると、放置とみなして自転車を移動しています。特に駅には乗り捨ての自転車が多いとの事でありますが、この度大分市自転車等駐車場条例を１０月から施行しており、放置自転車に対応した施策を行っていくという事で進めています。


▼大分市　都市計画部次長

· 中心市街地の商業者との話し合いをすればどうかとのご意見がありましたが、昨年の５月から６月にかけて「中心市街地活性化ワークショップ」を開催しています。この対象者は、中心部の商店街、商業者、事業者、居住者等で、延べ５１７名の方々が、一般の参加者等と班をつくり、これからのまちづくりをどうすればいいかということで、9回開催しています。


· このワークショップの意見集約をして、先ず、まちづくりでは「歩いて楽しい街にする」、「回遊性を向上させる」、「歴史文化を生かす工夫をする」となっています。


· 賑わいについては、「個性的魅力ある店づくり」、「空き店舗の有効活用」、「情報発信の充実」


· 交通対策については、「公共交通の利便増進」、「駐車場の利用環境の向上」、「自転車の利用環境の向上」となっており、このような意見集約を経て、その後１０回の意見交換会を行う中で、ボトムアップで徐々に皆さんの意見を集約し、聴きながら作ったものが今回の計画素案であります。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 色々な方がいる中で様々な人と接してきたが、今後、社会実験もあるので商店街の人達とも、どのようにして中央通りを使っていくのかを話し合いながら社会実験を行うので、この案がすべて決定というものではない。


· 私共も商店街や地域の活性化という目的で取り組んでいるので、みんなで知恵を出し合いながら整備を進めたいと思っている。

· またこういう機会があると思うので、その時にまたご意見をいただければと思う。

会場からの発言者１

· 中央通りだけでなく大分市全体を見てほしい。南北軸だけを見ているように思える。全体のバランスを見ながら進めてもらいたい。


２）その他について

会場からの発言者６

· 私共は稙田を中心に稙田を活性化する地域づくりに取り組んでいるが、明野や稙田などはそれぞれの地域の中心として人で賑わっているが、共通するのは相当広い駐車場を有し、しかも無料であることが決定的な要因になっている。


· 中心市街地に駐車場を確保できないことは問題であると思うが、駅前に交通体系を中心とした人が集まる環境づくりをしたから人が集まるという事は少し違う面があると思う。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 街中に駐車場が少ないといった意見であるが、これは大分だけでなく他の地方都市でもよく言われている。


· しかし上空から見ると実は中心部にはたくさんの駐車場があるが、駐車場が分かりにくいことと、一方通行などにより駐車場へ行き難いなどの理由が市民意見に繋がっている。


· 資料にも駐車場の整理についての項目があるが、駐車場の集約や大きい駐車場を作るか、等については街の方々との今後の相談になるが、外から来た人が使いやすい状況を街にもつくって、県庁前古国府線からもアクセスしやすい状況を作れないかという事を府内町或いは街全体の人達と協議しながら進むプロセスを考えている。


· 具体的な計画はこれからであり、まして民地ばかりのところであるから地域や商店街の方々と相談したい。


会場からの発言者７

· イベントは週末だけか。週末だけだと歩道を広げても、平日に人が少なければ他県から来た人達が大分の街を見たときに、大分はこんなものかと感じてしまう。


· それなら空き店舗にどんどん店を入れるなり、大型店舗を街に誘致してほしい。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 今、まちなかでは多くのイベントが行われていて、週末には人が来るという状況である。社会実験では協議会を作ってどのように賑わいを創っていくか地域の皆さんと協力して考えていくが、やはりウィークデーに街なかで人が活動している事が日ごろの商業の活性化にもつながるので、如何にしてこの仕組みを作るかが非常に大事。


· イベントなら本当に皆さんが頑張ってやっているが、何とか月曜日から金曜日に「行くと楽しいな」と感じることが出来るように、商店街のみなさん達とも知恵を出し合い、話し合いをしながら進めていければと考えている。

会場からの発言者１

· 竹町や中央町は夜が寂しく感じる。なぜかというと、シャッター通りだからである。臼杵市のように網目のシャッターで店内が見えるようにしてもらいたい。


· 外国では５～６時に店を閉めるが、その後、店舗前のスペースを貸して、毎日お祭りのように賑わっている。そこでは画家やミュージシャンが活動している。


· だから、行政が網目のシャッターにするなどの指導をしたらいいのでは。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· このことについては、商店街の方々と話し合いながら進めていければいいと感じている。


· 法的にも道路の使用については、テーブル一つ出すにも警察の許可が必要であることから、これまで道路空間は使われてこなかった。


· 最近は道路のオープン化を国土交通省も言い始め、何とか道路が使える状況になってきているが、なかなか前例がない。


· 今、大分市では駅南で整備しているシンボルロードで条例を作って、道路内の緑地部を自由に使う制度を検討しているので、今のような意見を頂きながら、道路を使える仕組みづくりも考えていきたいので、今後も貴重なアイデアをいただきたい。

▼大分市　都市計画部次長

· 皆さんありがとうございました。市では県と一緒になって駅周辺総合整備事業を進めております。


· ホルトホール大分は来年７月に、平成２７年春には駅ビルができるなど、整備が進んで行く中で、駅ビルは年間約1,000万人が来館する予定となっています。


· 現在、大分駅北側の商店街では年々通行者が少なくなっていますし、小売額も減少している中では、駅に来館する人達を街に呼び込むまたとないチャンスに指を咥えて待っているのか、という議論の中でこの都心南北軸整備事業は進められております。


· 皆さんの意見を集約しながら、中央通りだけの整備ではなくエリア全体の考えの中でトータルデザインとして進めていますので、今後とも社会実験等を行いながら、より良い中央通りや中心市街地の活性化が進むように取り組んでいきたいと考えております。今後ともよろしくお願いします。


（会場②　以上）

4.  会場③：鶴崎公民館　の様子と質疑応答


参加者　　③　約　60　名
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１）市道中央通り線整備計画素案の説明について

会場からの発言者１

· 説明会を３回に分けて開催していただき、今日やっと出席することができ、感謝している。自分は鶴崎地区の出身だが、自分が子供の頃はすごく楽しい街であったが、今は来る機会がない。


· 今日は資料を見せて頂き、データには通行量や、魅力がなくなったという意見などが書かれており、このまま行くと県都である大分の中心街は廃れてくるという事を肌で感じた。


· そのためには何かをしなければいけないという事で、この整備事業があるということには賛成である。


· ただ、運営は整備後の話であるから、どのように賑わいを創って行くかということで、マッチクリエイトなどで対応したいとの事だが、一つ提案として、鶴崎では２３夜祭があるが、中央通りや（シンボルロード）芝生広場で他の地域の方々が何か催しや地域のＰＲが出来るなど、地域連携を図っていけばいいのではないかと思ったので、可能であれば検討していただきたい。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 整備した後が、ただ綺麗になって広くなっただけでなく、どのように賑わいを創って行くかが大事であり、それが課題だという事である。

▼大分市　都市計画課

· 中心部に限らず他の地域とも連携を図っていくべきと考えています。マッチクリエイトは今年５月に、街中でイベントを行う組織をある程度とりまとめていくということで、大分まちなか倶楽部が中心となって組織されました。


· 中心部では年間１５０日を超えるイベントが開催されていますが、イベント間の連携による相乗効果を狙い、計画的に、かつ色んな場所を上手く共有しながらイベントを行うために組織化されたものであります。


· 現在、３０を超える個人や団体が登録しており、各地域の団体も中心部に活動の場を求めるようにあれば、マッチクリエイトにも登録して頂ければ、調整しながら活動の場も提供できるようになると思いますし、登録団体同士の連携も図れると考えます。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 街中で活動している方は沢山いると思うが、そういう方々が連携を図って中央通りなどで賑わいを創っていく事が大事になってくる。


· 中央通りについては、来年度中央町側で社会実験を行う予定であり、社会実験の協議会で皆さんと議論して、賑わいのあり方も実験することがいいのではないかと思っている。


· 中心部には外から来る方も沢山いるが、あそこに行けば大分中の情報なり活動や文化が分かるという場所になれば、そこ自体が名所になると思う。そういう事も考えながら、イベント時や平日も賑わう通りにして行くという事が大事。


· そこで皆さんが時間を使って過ごして頂ける様になれば、街中で買い物をするようになり、商業地にも人が流れて、最終的に商業の活性化に繋げていこうという事が、この中央通りの大きなところ。


· これから社会実験も踏まえながら、ぜひ皆さんにも参加して頂き、協力して頂ければと思う。

会場からの発言者２

· 意見交換会のプレゼンでも現状の中でどうにか出来ないかという提案をさせて頂いた。


· 府内町に対して色々なご理解を頂いて、今説明があったように、如何に中心市街地に来やすくして頂けるかということで、停めやすい駐車場や府内町に入りやすい道路体系、一方通行の見直し、歩道の整備をまずやって、それから中央通りという手順で考えましょうと言って頂いた事は、我々としては非常に感謝をしているが、中央町側が1車線という提案があったことには我々も驚いている。


· 1車線ということに対して不安感は抱いている。中央町側での社会実験をする上でも色々な要素があるが、それをクリアしたうえで社会実験を行い、その結果をもって、では府内町はどうするという流れになるのだろうと考えている。


· 駅ビルに来た1000万人の来街者をどうやって北側に引っ張って来るかということだが、現実的には駅ビルは中で止めてしまう。我々も商売敵であるのでそのあたりはよく考えていかなければならないが、それまでに同じ条件とまではいかずとも、北側商店街に来やすいということをアピールする必要がある。


· そのための県庁前古国府線の整備だろうと思うが、要は北側もアクセスしやすく停めやすいという刷り込みをしていく事が、駅ビルも含めた中心市街地全体の活性化に繋がるのではないか。


· やはり街にはそういったソフトが必要であるが、ソフトは我々が自助努力でやっていくことも必要だが、全体でやっていきたいという事も府内町の方との協議の中で積み重ねていきたいと思う。


· 東西の連携をどう取るかということになると、大きな組織体が必要と考える。これは今後の課題であるし、その中で我々もどれだけ力を出せるのか、皆さん方とどう対応できるのか、逆に駅ビルとの連携というのも出てくるかもしれないが、そういう大きな組織体を作っていかなければならない。


· 鹿児島でも天文館という大きな商店街があるが、「We love 天文館」という大きな組織体を作って動いている。それと同じような事を我々もやっていかなければならない。


· 今回のスケジュールの中で一つ不安なのが、県庁前古国府線の工事と社会実験が少し重なっている点で、先程の説明から、工事が終わった後で社会実験を行なうということなのか、それともある程度進んだ段階で社会実験を行なうのか。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 一緒に協力してやろうという心強い言葉を頂き、すごくよかったと思う。

▼大分市　都市計画部部長

· これまでの経過を踏まえながら考え方を整理しております。我々としても府内町における問題は非常に重要と考えております。今日皆さんにご理解いただきたいのは、この中心部のまちづくりは大分市全体のまちづくりに係っているということです。


· 大分駅が高架化された際に、駅高架と連続立体交差とその周辺の区画整理や駅を囲む幹線道路、これを100年の大計で整備しようというのがこの「駅周辺総合整備事業」であります。


· これまで駅裏と呼ばれていた駅の南側は新市街地が出来ております。この新市街地は今後全国的に発信していくべきものだと考えております。県都大分市、中核市大分として今後の都市間競争の中で全国に発信し、駅を中心として南側と北側の一体化を図ることが、今中心市街地に望まれていることと考えております。


· 他都市の県庁所在地においても中心市街地活性化は大きな議論になっていますが、大分においてはこの駅周辺総合整備事業が大きな武器になっています。これを活かさない手はないと考えております。これは地域だけの問題ではなくて、大分市全体の問題だと考えております。


· 他都市に情報発信するにあたっては元気な大分市を見ていただくことが必要で、来街者の方々に、この大分を評価して頂けるものにしなければならないと考えております。


· そのため、中央地区だけでなく大分市全体で説明会を開催する必要があると考え、昨日の稙田地区、そして本日の鶴崎地区となっております。こういうものを広く皆さんにお伝えしながら、皆さんと共に大分市民の誇りの街をつくって行きたいと考えております。


· 先程も力強いお言葉を頂きました。トキハとしても今後皆さんと一緒にまちづくりをしたいという想いをお話しいただきましたが、この件については大きく評価したいと考えております。また、中央町と府内町との間の人の流れは、東西の商店街を近づけて街が一体となるべきだということを主張しておりますし、皆さんにもそういう考え方になって頂く事を強く願っております。


· そのためには地域住民の皆さんの今後のまちづくりへの想いと、市民の皆さんの想いと、行政が一つにならなければ、よりよい街にはならないのではないかと思っております。


· 事業を行なうにあたっては、これまで説明会は山ほどしてきました。しかしこの中心市街地をどうするかということで、南北軸は市民の皆さんで造ろうとの思いから意見交換会という初めての手法、これはボトムアップなのですが、皆さんから頂いた意見を集約して、本日の説明会へとなっております。1年半かけて色々な議論をしてまいりましたが、つい最近初めて市としての方針を発表させていただいております。


· これを行政よがりでするつもりもございません。そのために社会実験をし、そこで問題となってくるものを検証し、それを解決していくということが大事ではないでしょうか。そういったことを含めてご理解をいただければと思います。


· 先程ご質問のありました県庁前古国府線に関しましては、ステップ２で行なう府内町側の2車線化については、社会実験をする前提条件として県庁前古国府線の整備が必要と考えております。スケジュールを見ると工事期間が長くなっておりますが、これは10号線の顕徳町交差点にある高層ビルを全て移転補償するために莫大な事業費と時間を要するためで、これをしなければ中央通りや府内町に人々が来やすい道路、循環できるルートの構築が出来ないと考えております。


· 前条件として県庁前古国府線を整備し、社会実験のスケジュールへと進めたいと考えておりますので、現時点では時期が重なっているということではございません。また進捗状況によっては皆さんで議論し、大きく変化する事も必要と考えています。


会場からの発言者３

· ここに集まっている皆さんに今から２つの質問をするので、心の中で思ってもらえればと思う。１つ目は「大分は好きですか？」、２つ目は「今の大分は好きですか？」。


· 恐らくここに集まっている皆さんは、２つ目の質問の答えには疑問が投げかけられていると思う。そのために市の方が人の流れを作るための循環網を作っているのだと思う。そしてそこに新しいノウハウとして、中央の方々の意見を取り入れて開発を進めていこうという思いがあることも十分理解できる。


· それを踏まえて一番お聞きしたいのは、開発が終わるまで約8年あり、この8年間が終わったときに今ここに掲げられている3つの魅力が生まれるのだろうが、その間の魅力というのは何か、ということである。これは市側にもお聞きしたいことだが、中央町や府内町の方がその間の魅力というのは何を考えているのかを一番お聞きしたい。これをすり合わせないと同じ方向に向いて開発が出来ないのではないか。8年はすごく長い。ソフト面も考えるのであれば、その間をどうやっていくのかということも踏まえなければならない。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· スケジュールの中では8年間かかるようになっているが、確かにハード整備というのは時間がかかるものである。その間にどうやって街の魅力を発信していくかということを考えたほうがいいのではというご意見であった。

▼大分市　都市計画課

· 我々としては、中心市街地は県都の顔として重要な位置づけになりますが、まちなかというのは色んな多様性を持っている部分があると思います。幅広い年代の方々が交流できる空間というものがまちなかには必要であると考えます。


· 強いて言えば、平成２７年春に県立美術館ができ、それにタイアップした商店街の取り組みも既に企画されておりますが、わさだタウンやパークプレイスと比べるとまちなかはそういった文化的・芸術的なものが設けられている環境にありますので、その辺りで他にはないような魅力を創出することが出来るのではないかと考えております。


· そういったところで皆さんが時間を費やしながらゆっくりまちなかに滞在して頂くような空間を造っていきたいと考えていますし、文化・芸術に限らず色々な催し物も含めて、賑わいを創出するようなものを皆さんと考えていきたいと思います。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 確かに美術館が出来たり、少しずつ街が変わっていっているが、8年間ぐらいかかる中で大事なのは、より多くの市民の方がまちづくりに関わっていく状況をつくっていくことだと考えている。これまでの意見交換会のようなものや今回の説明会のようなもの、それから実際に身体を動かして街の中で活動することを皆さんで考えていくようなものもあると思うが、そのようなプロセス自体がまちづくりの機運をつくっていくと思う。


· 今回の南北軸整備をきっかけに、私自身も多くの市民の方とお会いしたし、活動している方が沢山いる事も分かった。私はこれが完成に向かっていくのがますます楽しみだし、そういった方々が実際にどういう整備をすれば使いやすくなるかということを一緒に議論しながら盛り上がっていくプロセスもこの8年間では大事ではないかと思う。そうするとおそらく先程の「今の大分は好きか？」という問いに対しても「好きだ」という人が増えてくるのではないか。


· ぜひこの8年間でそういうプロセスを踏みながら「今の大分が好きだ」という人を増やして行き、皆で完成を迎えることが出来れば本当に幸せなプロジェクトになると思う。


· もう一点は情報発信で、車でアクセスしやすくなる、街がもっと使いやすくなるということをどんどん発信していくことで、目指す目標図というのを皆で共有できるのではないかと思っている。

会場からの発言者３

· 先程から回遊と言われているが、緑化道路を見る限りでは行って戻るように見える。私のイメージでは、回遊は人が見回って楽しむことではないかと思うのだが、これだと緑地に滞在してその場を楽しむ、それで人が波及することによって「ついでに」という感じになるが、そうではなくて、街の魅力というのは「あそこに行けば何かあるかもしれない」という不確かさの下に人が集まってくるというものが魅力ではないかと思う。


· ソフト面になると思うが、例えば若草公園を使えば三角形の回遊ができるし、アクアパークを表と裏のイベント公園として使えば回遊できるのではないかと思う。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 本日は時間が限られているのでこの資料で説明をしているが、実際には中央通りは一つのツールであって、まちなかを巡ってもらうのが目的である。そのためには、現状は東西が中央通りで分断されているので、府内町と中央町を繋いで人が動くような状況をつくるというのが一番の目的である。


· 本日は街全体で説明している図はないが、中央通りに人が来るのはもちろんだが、それ以上に街に廻ってもらうのが一番の目的である。若草公園などまちなかには他にもたくさん良い財産があるのでそれとの連携を進めていくのが、これから地域の方々と話し合っていく大きな内容だと思う。それと同時に市の方では自転車やコミュニティバスといった話もあるので、その辺の説明をいただきたい。

▼大分市　都市交通対策課

· 中央通りの自転車通行帯については、まず、なぜ設置するかというと、自転車の利便性もありますが、第一義には歩行者の安全を確保するためであります。賑わいを創出するためには歩行者が安全に回遊出来る事が必要になりますが、少し広範囲を回遊するためのネットワークとしても自転車が走れる道路は必要と考えております。


· 循環バスについては、大分市でも既に検討を始めております。回遊というのは歩いて回遊するのももちろんですが、今後高齢社会に移行していく中で歩いて回遊出来ない方も居られるかと思いますし、例えば駅ビルに沢山の人が集まって、そこからまちなかを回遊して頂く為にも循環バスといったものが必要ではないかということで、現在私達も街の中に入って、例えば商店主や今度出来る県立美術館などと連携が結べるような循環バスが出来ればと考えております。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 先程の話で出てきたように、車でのアクセスをし易くする、歩行者が安心して歩ける、そして歩くのは少し辛いという方の為に小さく回れるコミュニティバスという手段を用意する、それと同時に、自転車でもまちなかを巡れるように、とりあえずは中央通りに駐輪場を作り、もっと街中にポイントで駐輪場が増えていけば、色々な手段で街が使えるという状況がつくられていく。その辺の回遊性を高めるために総合的に考え始めているという事であるので、これからこういった点も楽しみにしていただければと思う。

会場からの発言者４

· 私は佐賀関に住んでいるが、まちなかに行くとなると車を使うしかない。車を利用すると駐車場がない。しかも有料で、買い物をする時もあるが買い物をしてもだいたい2時間ぐらいしか無料で停められない。そういったことから、あまりまちなかに長く滞在するということはない。若草公園に子どもを遊ばせていても時間が限られるし、もう少し無料の駐車場を増やしてほしいというのはある。


· 若草公園にベンチが置かれているが、マナーの良くない方が目立ち、ベンチも汚れていたりゴミが多かったりするので、中央通りにベンチが置かれるとそういったマナーの面でも心配である。


· 車を利用するので中央町側の1車線というのが気になる。いつも通る時は一番左の車線はタクシーが停まっており、次の車線はバスが通っている。やはり車を利用する立場としては1車線には反対である。


· 中央通り沿いに駐輪場を設置するようになっているが、若草公園やトキハインダストリーの地下にも駐輪場はあるので、回遊という点では駐輪場はある程度まとめていたほうがまちなかを歩くのではないかと思う。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 無料駐車場をという話であったが、大分に限らず地方都市ではまちなかに無料駐車場が欲しいという所が多い。駐車場が無いという話をよく聞くが、街を上から見ると実は駐車場は沢山ある。あるのだが、一つの駐車場に行って満車だったから他の駐車場に行こうとすると一方通行でなかなか行き着けないということがあり、それが「駐車場が無い」ということに繋がっている。その辺を考えていくのがここに挙げている駐車場の整理という話である。


· 車のアクセスについて中央通りの話をいただいたが、これは社会実験をしながら状況を我々も見定めていこうと考えている。


· 中央通りの駐輪場については、商店主からは小規模でもいいので出来るだけ近くに駐輪場があったほうが良いという意見があり、また料金の問題やマナーの問題もあるが、地域の方と相談しながら今後考えていこうと思っている。これも社会実験で扱う予定であり、その様子を見ながら軌道修正もしつつ進めていければと思っているので、是非社会実験に来ていただければと思う。

会場からの発言者４

· 社会実験を行なった結果改善したほうがいいとなったら、また今回のような説明会が行なわれるのか。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· まず協議会を立ち上げ、その時にこういう方向でやろうということを考えるので、それに基づいて行なった結果はまた協議会で整理をして、それを報告するという形になる。そしてその報告を受けて、修正すべきところは修正をしていくということになるが、そこは地域の方を含めて協議会で検討していくようになるかと思う。具体的に協議会をどうするかということは現時点ではまだ決まっていない。

▼大分市　都市計画部部長

· 社会実験の実施に当たっては色々な諸条件がありますし、課題の抽出等をやらなければならないと考えております。それを受けて実験をする中で、ここは改善したほうがいいという意見をいただければありがたいですし、都市計画課へメールでも良いですし、オープンハウスなどで自由に意見を言っていただけるようにしておりますので、ご利用頂ければと思います。


会場からの発言者５

· 鹿児島の方に行って、夜駅前から天文館まで歩いたが、確かに大きな街で、商店街もあったが大概寂れている。駅周辺は非常に活発な状態だった。鹿児島天文館の方達はどうしようとしているのかといった事も調査をしたらどうか。


· 福岡や熊本にはバスセンターがあり、そこを中心に人が集まっているが、大分にはバスセンターが無い。例えば団体さんは貸し切りバスの停め場がないということで結局は別府の方に宿を取ってしまう。


· 中央町や竹町がどのように寂れたのかをもう少し分析する必要があると思う。街には魅力が全く無い。しかもパークプレイス、わさだタウンができ、やはり車で直接行けて駐車場も無料なのでみんな行く。


· 中心部には車で運転して行くのが非常に辛い。駐車場は高いし、近くに駐車場がない場合が多い。どこに行けば駐車場があるのかが全く分からない。


· そういう事で、非常にアクセスが良くないと思う。例えばバスにしても私は高田の方だが一日に何本かしか走っていないので、車で鶴崎まで出て行ってそこから電車に乗っていく。そうすると今度は荷物を持ってまちなかを歩くわけには行かない。だから非常に不便。やはり店の近くに車を停めたいということが先程出た意見と思う。そうすると、中央通りを１車線とか２車線にするという事は、入る時も出る時も中々車で寄り付けなくなる状態が起こるのではないか。


· 我々は道路が広くなろうが狭くなろうが一つも困らない。他所に行けば良いだけの話。問題は駅に来たお客をどう連れて来るかだと思うが、みんながみんな電車に乗って行く訳ではない。


· 誰の為に、何の為にやるのかといった所はきちんとメッセージを伝えてもらわなければいけない。


会場からの発言者６

· 「誰の為に」と言えば、私は「自分の為だ」と思っている。


· だんだん歳を取って車に乗る事も面倒になってくると電車に乗るようになる。そうすると、大分駅が変わってきて、北の方に行く歩道が広くなるという事に大変興味を持ってこの会に参加した。


· ヨーロッパの方に行くと歩道が本当にゆったりとしていて、中には目的を持って早く走っている人もいるが、時間を使ってゆっくり座って過ごしている人もいる。ああいう風景が大分でも味わえるかと思うと大変期待している。


· どこの街に行っても市民が自慢に出来る商店街や通り、公園なんかは今まで大分市はあまり無かったが、今度上野から南北軸で出来上がり、ただ目的を持って歩くのではなく、時間つぶしのために街に出て来て、そこで色んなファッションや色んな人の姿を見て時間つぶしが出来るというだけで楽しいと思う。ぜひ実現させて欲しい。


▼大分市　都市交通対策課

· バスの件ですが、これまで中央通りはバスがターミナル化しているという事で、バスの乗り降りが分かり難いといった話が過去からありました。現状は中央通りの11街区のうち9街区にバス停があり、降りたらどこに乗り継ぎがあるか分からないといった話がありました。


· このため、今バス事業者とバス停の集約についても協議しているところです。これまで車線がどうなるか分からなかった部分があり、詳細はまだこれからになりますが、バス事業者とはこれから便利な乗り継ぎが出来るようなバス停の集約について考えていきたいと思っています。


· 北口駅前広場ではこれまで大分交通と大分バスで別々にバス停がありましたが今度新しいロータリーの形状になると、まず中央通りから北口駅前広場に入った所で降車し、そのまま進むと西側にバス停を集めていますので、乗り継ぎに便利になると思います。


· このように、中央通りと北口駅前広場を合わせて考えていますので、利便性の良い公共交通の位置付けが出来るかと思っています。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· バスについては、大分に来ると何処で乗って良いか全く分からない状況である。今回駅前広場にバス停が集約されるので、ここに行けば何処行きに乗れば良いのかが分かる状況が生まれる。


· 中央通りについても今協議をしている状況で、出来るだけ分かり易いように集約しながら詰めていこうとしている。


· 「誰のため」という話が先程あったが、基本的には街の賑わいを創るうえでは、土日にイベントをやって人を集めるという状況は他の所でもよくやっているが、大事なのは街の基礎体力をつける事だと考えている。月から金までの間にどれだけ街が楽しいという状況を創れるか、その状況を楽しむのは恐らく市民で、街でぶらぶらされる方がまず基本になって、自分達が楽しむ街をまず創るという事。そこに外から来られた方が市民の方が楽しんでいる状況を見て、「良い街だ」という評価をしてもらう事で、地域の方と外から来られた方の交流が始まってどんどん街の評価が上がっていくという形をこれから目指していきたいと思っている。これから皆さんと一緒につくりながら整えていければと思っている。


▼大分市　都市計画課

· 先程駐車場の件ですが、今我々も中央通りの整備計画素案を皆様方にご提示させていただきましたが、当然沿道の土地利用も加味した中でのものとなっています。


· 今、中央通り沿線の駐車場はパチンコ屋さんの駐車場が2件ほどあります。府内町側につきましては、遊歩公園側からのアクセスにより駐車場があります。中央町側は国道197号や国道10号から入って駐車するという事で、中央通りから直接駐車場に入れるのはパチンコ屋さんの駐車場が両サイドに各々ありますが、「駐車」という事に関しては大きな影響は無いと考えていますし、実際に街に来られた方は中央通りから駐車場を探すといったことは少ないのではないかと思います。


· 先程からありますように、やはり分かりやすい駐車場、すばやく案内が出来るということが街に来やすい状況をつくる事になると思います。また、民間の駐車場経営者の方々を含めてサービスの向上を図っていく必要があると思いますので、これらについては今後のまちづくりの基本的な部分になりますので、我々と駐車場経営者若しくは商店街の方々のサービスも含めて、一緒にタイアップしていかなければならない課題であると我々も認識していますし、それに向けての取り組みを行いたいと考えております。


会場からの発言者７

· 私は今も中央町に住んでいる。中央町は大好きで、特に中央通りは自分にとって宝。先程女性の方が言っていたが、社会実験の結果をちゃんと皆に報告して欲しいが、協議会がどうのとかでこれまで逃げられてきた。


· 昨日セントポルタと竹町商店街に先程配った紙を一枚ずつ配って歩いた。聞いてみたらほとんどの人が車線数を減らす事に反対している。ますます買い物に来るお客が来なくなる。


· 図を見ても分かるが、商店街の方に入られない。だから来るなという事。マイカーで来たら困るという事か。商店街は夢も希望も無くなる。やはり広い道があって、車がいくらでも通って簡単に入れるのがいい。せっかく広い道があるのになぜ減らす必要があるのか。


· 広い道があったら車がどんどん入り易いし、横の道にもどんどん信号を付ければいい。ある商店の人は「何でうちの横に車を停めてくれないのか、車停めて行けばいいのに」と言っていた。だから野村證券からいずみや楽器の方になんで車を通してくれないのか。


· 車が通らないと街が寂れてくる。それを更に1車線にする。大分合同新聞には「3車線化は唐突」「首藤都市計画部長は明確な根拠は示さなかった。」と書いてある。それはそうだろう、西村さんは最初から3車線でやるという事で1年間やってきている。私は最初から何回も訊いた。1、2回からずっと行っている。でも市は「皆さんで決めてください」「皆さんの意見のとおりにします」と言ってきた。だがそれはうそ。最初から腹の中で決めていた。それが今やっと出た。そして更に協議会。


· 恥ずかしいが私は本当のことを言っているが、セントポルタの役員の所に署名してくださいと行ったら、「商店街に人が来ればいい、あとは知らない」と言われた。こんなのが役員をやっている。新聞にも書いているが「車線数が減ったら、ちょっと影響が出る。更に1車線は問題。これから取り組む」そんなので役員やっていいのか。私なんかは出たくないが言わないと変な方向に行ってしまう。


· 都市計画課か知らないが、いくら言ってもなんかあまり聞いてくれない。例えば社会実験をやってくださいと言っても、「それは必要ない」と言われた。


· 何で3車線が唐突に出たのかちゃんと答えて欲しい。


会場からの発言者８

· 先日大分市が発表した中央通りの整備案は大変素晴らしいと思っている。


· 新聞等々を見ていると説明会の事も載っていて、正直ちょっと都心南北軸整備事業という整備が一般市民にちょっと誤解されているのではないかと思う。


· まちづくり全体の方向としていくべきなのに、車線だけの話、車線だけの事業に見えてしまう。新聞社さんの色もあると思うが、これは非常に残念に思う。まちづくり全体の話の中で、車線減に対して賛成だとか反対だとか言うだけでなく、市が方針を決めたので、市民としてはこれに向かって、街にどう賑わいを取り戻すのかといった前向きな話をすべきなのに、まだまだ後ろ向きの方々が沢山いるのは個人的にもすごく残念に思う。


· もう少し報道機関とも連携を取って、まちづくり全体の話なので、あくまで車線を縮めるのは一過程に過ぎないという事を、責任を持って報道して欲しい。


· 恐らく意見交換会に参加した大多数の方は、都心南北軸整備事業は車線が減る必要があると思っている。


会場からの発言者９

· 私は、車が沢山通る事イコール人に優しくないというか、賑わいのない街になると思う。


· 三佐も区画整理をして20年ぐらい経つが、区画整理で消防車が入るようになって、安全で便利な街になった。しかし、火事は消せてもそれ以上に交通事故や、道路や地域から人の姿が消えてしまった。公共的なものに対して便利はいいのかも知れないが、区画整理で消防車は入るようになっても交通事故は増え、子供の通学が危険だとかで人には決して良くない状態が来ている。


· これは大分だけの問題ではなく日本中そう思っているのではないかと思うが、そういう大きな所を見たときに、やはりそういうところも考えなければならない。


· 人と車社会は相容れないところがあって、どちらを取るかだと思う。車に乗る便利な方がバンバン活動するのがいいのか、子供・お年寄りとか、車を使わない人が安心して暮らせる街がいいのか、そのどちらかではないかと思う。


○西村 浩 氏（コーディネーター）

· 先程の車と歩行者、安全の話だが、意見交換会の中でも子供をお持ちのお母さんとか沢山の人からやはりまちなかが安全でないから子供を連れて行けないという話も頂いた。先程の意見でもあったように、今回の話は中央通りだけの話ではなくまち全体の話である。


· 先程申し上げたとおり、県庁前古国府線から車がアクセスしやすくなるようにして駐車場に車で寄り付きやすく、分かりやすくしていこう、それと同時に、安全で子供連れでも歩ける空間をちゃんと担保して、歩きでも車でも、また補足して自転車とかコミュニティバスとか色んな手段を使って街を安全に回遊できるようにつくっていこうというのが大きな主旨である。


· どちらか、という事ではなく、両方を両立させるための戦略という風に思っていただければと思う。

▼大分市　都市計画部部長

· 最後に、本日こうして貴重なご意見を頂き、誠にありがとうございました。お礼を申し上げます。こうした説明会を各会場で実施し、これが最後になるかと思いますが、その点も含めながら先程の質問に対してもお答えしたいと思います。


· 先程、会場からお話がありましたが、かつてない取り組みを大分市はやっています。この点について、私は多くの方にこの経過を説明しております。今、大分市が進める市民協働のまちづくりは、行政一本槍の一方的な施策ではなくて、やはり市民と意見交換をし、この意見交換に基づいて、皆さんが求められるものを求めていくという事が、この都心南北軸整備事業に掛かっていっております。それを私達は実施しています。


· 意見交換会の中で望まれているのは、先程自治会の方からもお話がありましたように、「誰のためにやるのか」ということで、会場からはっきりとお答えがありました。「自分のためだ。」正にこれは、色んな立場の方がおられますが、その色んな立場の方も「これは自分のためだ」と思っていらっしゃいます。


· 行政としてはそれらをまとめて、市民のためのまちづくりを行っています。大分市は県都でありますので、県民のためにもこの中心市街地のまちづくりは必要です。更にはここを訪れる来街者のためにもやっています。住民の方の意見もずいぶん聴いてきました。


· このまちづくりは全員が一つのものに向かっていく事は非常に難しいですが、多くの方が賛同できるものにまとめていく事が本市の役割だと感じています。その中にあって、皆さんから頂いた意見が本当に抽出する問題として良いのか悪いのかというのは、これは社会実験をやりましょうと言っているのです。社会実験をするためには色んな関係者の方を含めた協議会が必要で、行政だけではないということをこれまで説明してきました。


· 今後の進め方ですが、市としての方針をはっきりと出しましたので、まだ皆さんの議論もあるでしょう、全てが100の賛同が出来るとは思っておりませんが、自分のために、将来の大分市のために、将来を担う子供達のためにも、より良い大分をみんなで創りましょう。


· 会場には3会場を回って参加している方がいます。そして反対議論を唱えてきています。それは、それだけの自分のまちづくりをされていると思いますが、やはりそれは多くの人の意見を聞く中にあって、ひとつ前向きな姿勢も望まれるのではないでしょうか。


· これまでワークショップをする中で、自分達がやるもの「自助」、地域や集団でやるもの「共助」、更にはそれをまとめていく行政としての「公助」の役割があるということをずっとお願いしてきました。その「自助」「共助」「公助」の集大成がこのまちづくりだと私は考えていますし、それぞれの役割分担と、これを皆さんで補完し合うことが大事ではないでしょうか、という事を特に申し上げ、今後も「自助」「共助」「公助」の役割をしっかりと皆さんにお話しながら、よりよいまちづくりを、また市民と協働のまちづくりの中で進めていきたいということを市の担当として皆さんにお話しすることにより、本日、お忙しい中説明会にお越し頂いた皆様方へのお礼の気持ちとして表現いたしたいと思います。本日は大変ありがとうございました。


（会場③　以上）
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